
Learning TAG SECURITY
Installation Guide

取扱説明書
■ご使用の前に
本製品を正しくご使用して頂くために、ご使用前にこの説明書をよくお読みください。
お読みになった後は大切に保管し、わからないことや不具合が生じたときにお役立てください。
※本書の内容を無断で転載や複写をしないでください。
※記載の外観および仕様は改良のため予告なく変更することがあります。
※本書記載の誤りなどについての補償はご容赦ください。
※当社では常に製品の品質改善を行っており、お客様のご購入時期によりましては同一製品の中にも多少の差があるものがございます
　がご了承ください。
※本書の内容につきましては、将来予告なしに変更することがあります。
※本書記載の社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
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お使いになる前に必ずお読みください。はじめに

■ セット内容
本製品のパッケージ内には以下のセット内容が含まれます。ご確認ください。
※イラストと実際の形状は、変更になったり、若干異なる場合があります。

表面

裏面

本体 マグネット

シール

リチウム電池
CR2032×２個
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●お客様、または第三者が本製品のご使用を誤ったことによって生じた故障や不具合、またはそ
　れらに基づく損害については、法令上の責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を
　負いません。あらかじめご了承ください。
●停電や静電気・電気的ノイズの影響などの外部要因、または天災や原因不明のネットワーク障
　害、その他の不可抗力によってお客様または第三者が受けられた損害(その他の直接的、間接的
　な損害)、またはそれらによって生じた故障、もしくは不具合については、法令上の責任が認め
　られる場合を除き、当社は一切その責任を負いません。あらかじめご了承ください。

お使いになる前に必ずお読みください。

●本製品は防犯目的で窓ガラスに貼付して使用します。窓の開閉や窓ガラスへの衝撃を検知し、
　それを通知させる事で、外出先から警察・警備会社等へ電話をかけるといった、とっさの対応
　を取ることを目的としています。
●本機は窓の開閉・振動を知らせる機能を持っていますが、侵入・犯罪を防止する製品ではあり
　ません。本機を使用中に万一犯罪などにより生命や財産に被害が発生しても、当社は一切の責
　を負いかねますのでご了承ください。
●筐体と付属する磁石間の距離が開いた場合、及び筐体自身の振動を検知します。また、検知し
　た内容はあらかじめ登録している機器へ通知されます。

■ 本製品について

はじめに

■ ご使用の前のおことわり
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次の警告表示は、注意事項を守らなかった場合に起こりうる事故の程度を表します。

次の記号は、その注意事項の内容を表します。

※1：重傷とは、失明やケガ、火傷（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、
 および治療に入院や長期にわたる通院を要するものを指します。
※2：傷害とは、治療に入院や長期にわたる通院を要さないケガや火傷、感電などを指します。
※3：物的損害とは、家屋、家財、および家畜やペットなどにかかわる拡大損害を指します。

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷(※1)を負うことが想
定されるもの

取り扱いを誤った場合、使用者が傷害(※2)を負うことが想定されるも
の、または物的損害（※3）の発生が想定されるもの

お使いになる前に必ずお読みください。安全上のご注意

指示する行為の強制
（必ずしなければならな
いこと）

禁止

水がかかる場所で使用し
たり、水にぬらしてはい
けないこと

水ぬれ
禁止

ぬれた手で
さわらないこと

ぬれ手
禁止

分解しないこと

分解禁止

指示する行為の強制
（必ずしなければならな
いこと）

指示

　警告

注意
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○本体内部に水が入ったり、ぬれたりしない
　ようご注意ください。火災・感電の原因と
　なります。
○風呂場、シャワー室等では使用しないでく
　ださい。感電や回路のショートなどによる
　火災や故障の原因となります。

○本体内部に異物を入れたり、端子部に接触
　させないでください。
　金属類や紙などの燃えやすい物が内部に入
　ったり、端子部に接触した場合、火災や感
　電などの原因となります。特にお子様のい
　るご家庭ではご注意ください。

ぬれ手
禁止

○ぬれた手で窓への貼り付け、操作をしない
　でください。感電の原因となります。

○電池交換以外の、修理、改造、分解をしな
　いでください。異常動作・故障・火災や感
　電の原因となります。点検や調整、修理は
　サポートセンターにご依頼ください。

○テーブルクロスやカーテンなどを掛けたり
　しないでください。

禁止

禁止

お使いになる前に必ずお読みください。安全上のご注意

水ぬれ
禁止

分解禁止

○本製品を火中や水中に投入したり、加熱し
　たりしないでください。電池の液漏れ、発
　熱、発火、破裂により、大ケガや火災の原
　因になります。

禁止

○梱包で使用しているビニール袋は乳幼児の
　手の届く所に置かないでください。鼻や口
　をふさいで窒息したり、けがの原因となる
　ことがあります。

禁止

○乳幼児、小さなお子様、ペットなどの届く
　ところに置かないでください。電池などを
　口に含んだり、誤飲する恐れがあります。
　万一、飲み込んでしまった際は、すぐに医
　師に相談してください。

指示

○落としたり、投げたりして衝撃を与えない
　でください。本製品の故障の原因となるお
　それがあります。

禁止

　警告
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○電池が液漏れしたり、変色、変形その他の異常があった場合は、ただちに使用を中止してください。
　電池から漏れた液体が皮膚や服についた場合は、ただちに水で洗浄してください。万一、液体が目　
　に入ってしまった場合には、ただちに大量の水で洗浄し、医師に相談してください。

○電池が破損し、液漏れした場合には、顔や手などの皮膚につけないでください。失明や皮膚に傷害を
　起こす原因となります。液が目や口に入った場合には、ただちにきれいな水で洗い流し、医師の診断
　を受けてください。また、皮膚や衣類に付着した場合は、ただちにアルコールなどで拭き取り、石鹸
　で水洗いしてください。

禁止

お使いになる前に必ずお読みください。安全上のご注意

指示

○下記の場所で使用・放置しないでください。本製品の故障、感電、火災などの原因となります。また
　部品の劣化や破損の原因となります。
　・ストーブのそば、炎天下の車内など、温度の高い場所
　・高温多湿の環境、油煙、ホコリの多い場所
　・押し入れや箱の中など、風通しの悪い場所

禁止

、

　警告
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お使いになる前に必ずお読みください。安全上のご注意

○本製品の上に物を載せたり、本来の目的以
　外に使用しないでください。ケガや故障の
　原因になります。

禁止

○本製品に磁気を帯びたものを近づけないで
　ください。強い磁気を近づけると誤作動の
　原因となります。また、磁気カードなどを
　本製品に近づけないでください。キャッシ
　ュカード、クレジットカード、テレホンカ
　ード、フロッピーディスクなどの磁気デー
　タが消えてしまうことがあります。

○他の電気機器に隣接して設置した場合、お
　互いに悪影響を及ぼすことがあります。特
　に、近くにテレビやラジオなどの機器があ
　る場合、雑音が入ることがあります。 そ
　の場合は他の電気機器からできるだけ離し
　てください。

禁止指示

○殺虫剤や揮発性のものをかけたりしないで
　ください。また、ゴムやビニール製品など
　を長時間接触させないでください。変色し
　たり、塗装がはげたりするなどの原因とな
　ります。

○本製品を長時間使用する場合、特に高温環
　境では熱くなることがありますので注意し
　てください。長時間肌に触れたまま使用し
　ていると、低温やけどの原因となることが
　あります。

禁止指示

○本製品を使用しているときに身体に疲労感、痛みなどを感じたときは、ただちに使用を中止してくだ
　さい。使用を中止しても疲労感、痛みなどが続く場合は、医師の診断を受けてください。
○お使いになる方によっては、ごくまれに、強い光の刺激を受けたり点滅を繰り返す画面を見ている際
　に、一時的に筋肉のけいれんや意識の喪失などの症状を起こす場合があります。このような経験のあ
　る方は、本製品を使用される前に必ず医師と相談してください。また本製品を使用しているときにこ
　のような症状が起きたときは、ただちに使用を中止して医師の診断を受けてください。

指示

　注意
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お使いになる前に必ずお読みください。安全上のご注意

○本機に付いたほこりは、乾いた布で拭きとってください。火災や感電の原因となります。
○電池が発熱、液漏れ、破裂する恐れがあるため、下記の事にご注意ください。
　・電池の⊕⊖方向を正しく入れてください。
　・お手入れのときや長期間使用しないときは、本機から電池を抜いてください。
　・電池は充電しないでください。
○電池がうまく差し込めないときは、電池の形や向きを確認してから差し込んでください。無理に差し
　込むと故障や破損の原因となります。
○水などの液体が入った場合は、ただちに電池を本機から抜いてください。火災や感電の原因となりま
　す。
○電池カバーは確実に閉めてください。不完全ですと、ほこりが付着して火災や感電の原因となります

指示

。

　注意
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●改造された本製品は絶対に使用しないでください。改造した機器を使用した場合は電波法/電気
　通信事業法に抵触します。
●本製品は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則、および電気通信
　事業法に基づく端末機器の技術基準適合認定等に関する規則を順守しており、その証として「
　技適マーク　」が本製品で確認できるようになっております。
●本製品を分解して内部の改造を行った場合、技術基準適合証明などが無効となります。技術基
　準適合証明などが無効になった状態で使用すると、電波法および電気通信事業法に抵触します
　ので、絶対に使用されないようにお願いいたします。

お使いになる前に必ずお読みください。

●本製品の使用する周波数帯では電子レンジ等の産業、科学、医療機器のほか、他の同種無線局
　、工場の製造ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特
　定の小電力無線局、アマチュア無線局などが運用されています。本製品の使用前には、近くに
　上記に該当する「他の無線局」が運用されていないことを確認してください。万が一、本製品
　と上記に該当する他の無線局との間に電波干渉が発生した場合には、速やかに本製品の使用場
　所を変えるか、または本製品の使用を停止してください。

■ 電波干渉に関するご注意

●本製品は一般的な屋内の環境で使用することを目的としていますが、本製品がラジオやテレビ
　に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
●正しく取り扱っても、電波の状況によりラジオ、テレビの受信に影響を及ぼすことがあります
　そのような場合は、以下にご注意ください。
　・本製品をラジオ、テレビから十分に離してください。

■ 電波障害に関するご注意

使用上のご注意

■ 電波法/電気通信事業法に関するご注意

。
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お使いになる前に必ずお読みください。

●海外でご使用の場合、その国の電波法に適合または認証を取得していることをご確認の上ご使
　用下さい。
●本製品使用により生じた損害につきましては、一切責任を負いませんので予めご了承下さい。
●本書の内容は、改良の為予告なしに変更することがありますので予めご了承下さい。

●Robot Home ロゴは 株式会社Robot Home の商標です。
●Wi-Fi は Wi-Fi Alliance の登録商標または商標です。
●その他、本書に記載の会社名・ロゴ・製品名・ソフトウェア名は、各会社の商標または登録商
　標です。
●第三者の著作権を侵害する恐れのある用途に、本製品を使用しないでください。お客様が本製
　品を用いて他者の著作権を侵害しても、当社は一切責任を負いません。

■ 商標・著作権・ライセンス

■ 制限事項

使用上のご注意
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発光と通知

LED

各部名称

● 電池は正しい向きに取り付けてください。電池を間違った方向に差し込むと、機器が動作しないだけでなく、発火する恐れがあ

　 ります。

● 本製品は、強盗や空き巣等の被害を、未然に防ぐことを保証するものではありません。

　 使用上のご注意

通 常 0.2秒間点灯と10秒間消灯を繰り返します 無し／有り※異常発生時

通 知 中

開閉通知：0.2秒間点灯と0.2秒間消灯を10
秒間繰り返します

有り

電 池 減 少 時

振動通知：0.2秒間点灯と0.2秒間消灯を30
秒間繰り返します
発光しません 有り

発光状態 アプリへの通知
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本製品の設置

■ 電池の挿し方

1. カバー（本体正面のふた）を外します

2. 電池をセットします

（電池落下防止のため少し固めにしていま
す。手で開かない時はマイナスドライバー
等を隙間に差し込んで開けて下さい。）

リチウム電池CR2032を2個挿入してくだ
さい。その後、ふたを閉めます。
（電池の極性⊕⊖を確認して下さい。写真
のように平らな面⊕が見える方向でセット
します。）

※電池残量が少なくなったら、タブレット、及びスマートフ
　ォンに通知が来ます。通知が来ましたら、早めに電池を交
　換してください。
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設置するガラス面の水気や
汚れを拭き取って下さい

セロテープ等で仮留めして下さい

窓を解放の通知が正しく
来る事を確認して下さい

両面テープで本体を窓に、マグネットをサ
ッシに貼り付けて下さい

屋内側

屋外側

　　CAUTION：本体とマグネットの距
　　離が10mm以内になるようにして下
　　さい

　　CAUTION：本体とマグネットのみ
　　ぞが同じ高さになるように合わせて
　　下さい

本製品の設置

■ 取り付け方法

1. 

２. 

３.

４. 
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本製品の操作方法

■ 「kitアプリ」での使用

初期設定画面でペアリング（機器への初期登録）を行う

④ペアリングが開始されます。 ⑤ペアリング完了です。

　

①初期設定画面で「次へ」をタップ
　します。

準備：本体正面のカバーを外し、リチウム電池CR2032を2個挿入してください。その後閉めます。

②「次へ」をタップします。 ③お持ちの型番を選択します。

※後から行う場合は「後で設定」を
　タップします。「p16. 」を参照

※表示されない場合は「もう一度機
　器を検索」をタップします。
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本製品の操作方法

■ 「kitアプリ」での使用

ペアリング（機器への初期登録）を行う

④ペアリングする機器を選びます。 ⑤ペアリング完了です。 　

①追加ボタンをタップします。

準備：本体正面のふたを外し、リチウム電池CR2032を2個挿入してください。その後、ふたを閉めます。

②タグセキュリティを選択します。 ③名前を入力します。
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本製品の操作方法

■ 「kitアプリ」での使用

通知設定

履歴画面

①「セキュリティ情報／モード設定」
　メニューを開きます。

準備：タグセキュリティとアプリ側のペアリング設定を完了する。「p16. ペアリング」参照

②在宅時の通知設定………「在宅モード」
　お出かけ時の通知設定…「お出かけモード」

③ボタンをタップして、オン／オフを変更します。

アラーム通知

開 閉 通 知

振 動 検 知

アラーム音

ON＝アラームで通知を行います
OFF=アラームで通知を行いません

ON＝窓が開いた時に通知をします
OFF=窓が開いても通知をしません

ON＝窓の振動を検知したら通知をします
OFF=窓の振動を検知しても通知をしません

ビーム ／ レーダー ／ サイレン の３種から通知音を選択します

※「p12. 発光と通知」参照
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主な仕様
型式

電源

KTAG-002

コイン型リチウム電池CR2032 × ２個

電池寿命 約18ヶ月（1日24時間待機動作した場合）
※電池性能や使用状況により異なります。

LED 青色

本体サイズ 約幅84×高さ38×厚み8mm

磁石サイズ 約幅10×高さ38×厚み8mm

重量 27 g

使用温度範囲 ー

通信距離 5ｍ 金属等の遮蔽物により異なる可能性がある。

■すべてのデータは当社測定条件によります。都合により記載内容を予告なしに変更することがあります。
※Bluetoothは米国内におけるBluetooth SIG Inc.の登録商標または商標です。
※その他、記載の会社名および商品･サービス名は各社の登録商標または商標です。
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○アフターサービスについてご不明な場合は、サポートセンターまでお問い合わせください。

お問い合わせ

製品に関するお問い合わせ先

☎ 0570-099-120
24時間365日、お電話を受け付けます。

○通話中の場合、しばらく経ってからおかけ直しください。
○サポートセンターの電話番号、対応時間などは予告なく変更することがあります。
○年末年始などのサポートセンター休業日には、お客様への対応ができない場合がございます。

※本製品に関するお問い合わせ、サポート、サービスについては、日本国内限定とさせていただ
　きます。

サポートセンター
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Robot Home Co.,Ltd.
Learning TAG SECURITY

Company outline
株式会社Robot Home
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前1-5-8-21F

For more information, visit  robothome.co.jp




